
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧
誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもの
であり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であ
り、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性
を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許
諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。

2021年1月27日 IMFの世界経済見通しは2021年5.5％成長
2021年1月 8日 日本のコロナ『ワクチン』開発進展に期待
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 およそ1年前に発生した新型コロナは急速に感染が拡大し、全世界に深刻な影響を与えてきました。足元、

累計の感染者数は１億人を超えてきており、世界人口の約1.3％に上っています。

 一方、世界の大手薬品企業は新型コロナのワクチン開発を急ピッチで進め、通常は10年ほどかかるところを

1年足らずで実用化にこぎ着けました。各国・地域はワクチンの承認を経て、『ワクチン接種』を本格化させて

います。変異種による感染再拡大が深刻な英国は昨年12月8日から『ワクチン接種』を開始しており、米国

が同14日、イスラエルが同19日、EU（欧州連合）が同27日から『ワクチン接種』を開始しました。

新型コロナ『ワクチン接種』がいよいよ本格化
2019年末に中国武漢市で発生した新型コロナウイルスは変異を繰り返しながら感染が拡大しており、先月下
旬、世界の累計感染者数が１億人を超えました。一方、各国・地域では昨年12月以降、開発が急ピッチで
進められてきたワクチンが承認され、『ワクチン接種』が本格化してきています。これまで各国・地域は行動制限に
よる感染抑制を進めてきましたが、生活の平常化に向け『ワクチン接種』による集団免疫が期待されます。

 足元、EUでは大手薬品企業からのワクチン供給の遅れが問題となっています。『ワクチン接種』本格化による

需要の急激な増加に増産が追い付かないためであり、製薬会社への供給体制整備の要求が強まります。

 日本では円滑な『ワクチン接種』を進めるため担当閣僚を置き体制整備を進めていますが、ワクチンの確保と

ともに、接種会場や人手の確保が重要となります。『ワクチン接種』による生活の正常化が待たれます。

平常化へのカギとなる『ワクチン接種』がいよいよ本格化

ワクチン供給体制と接種体制の整備がポイント

 『ワクチン接種』が本格化する中、各国・地域の対応の

違いによってその普及に差が生じています。「Our

World in Data」の集計によると、先月30日時点の人

口100人当たりの接種数は、イスラエルが54.7人と他

国を大きく引き離しており、UAE（アラブ首長国連邦・

31.5人）、英国（14.0人）などが続いています。米

国は同8.9人の接種数ですが、総接種数は約

3,000万件に上っています。

 先進国の中で日本の対応は遅れています。ワクチンの承

認は２月中の予定で、2月下旬に医療従事者等への

『ワクチン接種』が開始され、その後、高齢者、基礎疾患

を有する人へと拡大していく見込みとなっています。

国・地域によりワクチン普及に差

2021年2月2日

（注）データは2020年12月19日～2021年1月30日。
（出所）Our World in Dataを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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